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人
権
擁
護
委
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

人
権
擁
護
委
員
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
侵
犯
さ
れ
る
」
を
「
侵
害
さ
れ
る
」
に
、
「
監
視
し
、
若
し
」
を
「
監
視
す
る
と
と
も
に
」
に
、
「
侵
犯
さ
れ

た
」
を
「
侵
害
さ
れ
た
」
に
、
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
、
「
採
る
と
と
も
に
」
を
「
講
ず
る
ほ
か
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第

二
項
」
に
、
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
、

「
第
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
以
下
第
五
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
、
「
理
解
の
あ
る
社
会
事
業
家
、
教
育
者
、
報
道
新
聞
の
業
務

に
携
わ
る
者
等
及
び
弁
護
士
会
そ
の
他
婦
人
、
労
働
者
、
青
年
等
の
団
体
で
あ
つ
て
直
接
間
接
に
人
権
の
擁
護
を
目
的
と
し
、

又
は
こ
れ
を
支
持
す
る
団
体
の
構
成
員
」
を
「
理
解
の
あ
る
者
」
に
、
「
聞
い
て
」
を
「
聴
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
、
「
さ
ら
に
」
を
「
更
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
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会
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

人
権
委
員
会
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
長
が
推
薦
し
た
者
以
外
に
、
第
三
項
に
規
定
す
る
者
で
、
人
権
擁
護
委
員

の
職
務
を
行
う
の
に
必
要
な
法
律
、
医
療
、
心
理
又
は
教
育
の
知
識
経
験
そ
の
他
の
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
し
、
特
に
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
適
任
と
認
め
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
住

所
地
の
属
す
る
市
町
村
の
長
並
び
に
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
区
域
内
の
弁
護
士
会
及
び
都
道
府
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
そ
の
者
に
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
七
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
、
「
氏
名
と
」
を
「
氏
名
及
び
」
に
、
「
周
知
せ
し
め
る
」
を
「

周
知
さ
せ
る
」
に
、
「
採
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会

」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
を
削
り
、
第
八
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
委
員
の
任
期
等
）
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

２

人
権
擁
護
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

人
権
擁
護
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

第
九
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
の
職
務
は
、
左
の
通
り
」
を
「
は
、
次
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
啓
も
う

、

、

及
び
宣
伝
を
な
す
」
を
「
啓
発
活
動
を
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
助
長
」
を
「
推
進
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
及
び

第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

人
権
に
関
す
る
相
談
に
応
ず
る
こ
と
。

四

人
権
侵
害
行
為
（
人
権
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
人
権
侵
害

行
為
を
い
う
。
）
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
人
権
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
第
五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

人
権
委
員
会
設
置
法
第
二
十
二
条
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
必
要
な
調
査
を
し
、
適

当
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
十
一
条
を
第
九
条
と
す
る
。
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第
十
二
条
第
二
項
中
「
当
つ
て
は
、
関
係
者
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
を
守
り
」
を
「
当
た
つ
て
は
」
に
、
「
取
扱
」
を
「
取

扱
い
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
、
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「

聞
き
」
を
「
聴
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
協
議
会
、
都
道
府
県
連
合
会
及
び
全
国
連
合
会
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
法
務
大
臣
」

を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
を

置
く
。

第
十
六
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
の
任
務
は
、
左
の
通
り
」
を
「
は
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
任
務
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
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る
。第

十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
都
道
府
県
連
合
会
の
任
務
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
任
務
は
、
左
の
通
り
」
を
「
は

、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
任
務
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と

す
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
の
任
務
は
、
左
の
通
り
」
を
「
は
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
任
務
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
人
権
委
員
会
」
に
、
「
周
知
せ
し
め
る
」
を
「
周
知
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八

条
と
す
る
。

第
二
十
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
人
権
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
法
務
省
令
」
を
「
人
権
委
員
会
規

則
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
人
権
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
人
権
擁
護
委
員
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
が
し
た
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
そ
の
他
の
行
為
又
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
の
規
定
に

よ
り
法
務
大
臣
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
人
権

擁
護
委
員
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
法
の
相
当
規
定
に
よ
り
人
権
委
員

会
が
し
た
行
為
又
は
人
権
委
員
会
に
対
し
て
さ
れ
た
行
為
と
み
な
す
。


